
令和５年度第６回県政参画電子アンケート 

高齢者の介護などに関する意識調査に関するアンケート結果 
 

令和５年８月３１日／長寿社会課 

 １ 調査概要 

  ○実施期間 ： 令和５年７月１８日（火） から ７月２８日（金）９：００ まで  

  ○対   象 ： 県政参画電子アンケート会員 

  ○回 答 数 ： ４３０名（回答率 56.9％） 

 

 ２ アンケート目的 

少子高齢化が進む中、要介護者は上昇傾向にあり、2035 年には概ね県民の 12 人にひとり、約

40,000 人が、何らかの介護・支援を要する状態となると推計されています。このような中、介護に要する

費用の上昇、介護の担い手の不足が進行しています。 

以上の状況を踏まえ、県民のみなさんの意識を把握するためにアンケートを行うものです。 

 

【回答者属性】 
 

＜性別別＞ 

  
 

＜年代別＞ 

 

＜地区別＞ 

 

 

【問１】問 1 家族又は仕事として、介護を経験したことがありますか。    
 

  

 

  

 

 
 

 

性別 １ 男性 ２ 女性 総計

人数 183 247 430

割合 42.6% 57.4% 100%

年代 １ １０代 ２ ２０代 ３ ３０代 ４ ４０代 ５ ５０代 ６ ６０代 ７ ７０代 ８ ８０代 総計

人数 7 29 86 110 106 55 28 9 430

割合 1.6% 6.7% 20.0% 25.6% 24.7% 12.8% 6.5% 2.1% 100%

地区 １ 東部地区 ２ 中部地区 ３ ⻄部地区 ４ 県外 総計

人数 216 48 162 4 430

割合 50.2% 11.2% 37.7% 0.9% 100%

1 ある 158 36.74%
2 ない 272 63.26%

430 100.00%

資料２ 



 

【問２】同居する家族を介護すると想定した場合、あなたが不安に思うことは何ですか。当てはま 

るものをすべて選択してください。 
 
  

 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7 その他 の自由記載 

・精神的ストレス 
・交代要員がいないこと 
・配偶者の理解 
・介護する側の人生が変わること 
・精神的な毎日の不安 
・日常生活環境変化、将来への対応 
・介護のストレス 
・介護能力 
・精神的なこと 
・要介護者の生きる気力や生き甲斐を高めてあげること。 
・介護者と被介護者の精神状態が健康でいられるか 
・2 に通ずるが、精神的負担。いつ終わるとも終わらないともつかない永遠に感じる時間の流 

れで、必ず何らかの精神的負担が生まれる。 
・どのように行ったらよいのか仕方が判らない 
・兄弟など、県外家族の理解、協力 
・メンタル 
・精神的負担がかかる 
・地域の介護サービスの空きがあるか。制度が変更になり、サービスの対象外や終了にならな 

いか。 
・技術，精神的不安 

 

【問３】介護に要する費用は、介護保険料として、40 歳以上の方が、それぞれ収入に応じて負担 

しています。65 歳以上の方の介護保険料の基準額は、現在概ね月額 6,000 円前後です。この

額は介護を要する方が増えていくため、今後上昇していく見込みです。この点について、あな 

たの考えにもっとも近いものを教えてください。 
 

 

 

1 必要な支出なので、費用負担の上昇はや
むを得ない。

186 43.26%

2 介護の質や体制が多少低下するとして
も、現在程度の費用負担に留めてほしい。

204 47.44%

3 介護の質や体制がかなり低下してもやむ
を得ないので、費用負担を軽くしてほしい。

40 9.30%

430 100.00%

1  費用 364 84.65%
2 自らの体力・健康 325 75.58%
3 仕事との両立 297 69.07%
4 学業との両立 8 1.86%
5 子育て等家庭との両立 124 28.84%
6 自宅のリフォーム 114 26.51%
7 その他 18 4.19%

1250



【問４】新型コロナウイルスにより、地域におけるさまざまな住民参加行事が滞りがちとなり、施設 

入所者と家族の面談にも制限がかかるなど、人々の暮らしが大きく影響を受けました。 

引き続きコロナウイルスへの感染リスクはあり、一部の施設では今も面会制限が行われて 

います。重症化リスクが高いとされる高齢者との交流について、あなたの考えにもっとも近いも 

のを教えてください。 
 

    

 

【問５】あなた自身の高齢期の暮らしについて、あなたの希望にもっとも近いものを教えてくださ 

い。 
 

    

 

【問６】あなた自身の高齢期の生活について、あなたの希望にもっとも近いものを教えてください。 
 

 

1 感染のリスクはあるが、高齢者の生きが
  い、生活の質を踏まえると、コロナ前の状態
  と同様の交流、面談を確保すべきである。

171 39.77%

2 高齢者との交流事業は控え目の方が良い
  が、施設に入所している高齢者については、
  家族やボランティアなどとの交流を、コロナ
  前と同様の状態とすべきである。

185 43.02%

3 引き続きコロナの感染リスクはあり、重症
  化しやすい高齢者との交流は控え目にすべき
  である。

74 17.21%

430 100.00%

1 介護を要することとなっても、できるだ
  け住み慣れた自宅で暮らしたい。

149 34.65%

2 介護を要することとなったら、自身の家
  事なども大変になるし、家族に負担をかけ
  るので、介護施設で暮らしたい。

232 53.95%

3 元気なうち(要介護となる以前)から、高
  齢者向け住宅などで、安心して暮らした
  い。

49 11.40%

430 100.00%

1 できるだけ⻑く働きつづけたい。 139 32.33%
2 ボランティア活動をしたい。 30 6.98%
3 定年退職とともに、旅行や趣味等に時間と
  お金を使いたい。

192 44.65%

4 社会と少し距離を置き、静かに暮らした
  い。

69 16.05%

430 100.00%



【問７】鳥取県の健康寿命は、都道府県比較(直近の 2019 年調査)で男性が下から数えて３位（全

国 45 位）、女性が下から７位（全国 41 位）と、とても低くなっています。高齢期の健康な暮らし 

について、あなたの考えにもっとも近いものを教えてください。 
 

 

 

【問８】認知症は、加齢などに伴い誰もがかかり得る病気です。ご近所に認知症の方が暮らして 

いる場合の、あなたの考えにもっとも近いものを教えてください。 
 

 

 

【問９】今後介護を要する方が増加する中、人口減少などにより介護を担う人材の不足が懸念さ

れています。介護人材の確保に関し、あなたの考えにもっとも近いものを教えてください。 
 

 

 

 

1 若いころから健康に充分気を使い、運動や
  健康的な⾷生活により、⻑く健康に生きるこ
  とを目指したい。

110 25.58%

2 健康に気を使いつつも、自然体で暮らして
  いきたい。

259 60.23%

3 日々の生活の喜びやうるおいは重要なの
  で、好きなものを⾷べたり、嗜好品も求めた
  い。

61 14.19%

430 100.00%

1 地域でずっと暮らしてほしい、見守りなど
  も協力したい

81 18.84%

2 地域で暮らしておられたら良いと思うが、
  積極的な関わりを持とうとは思わない

146 33.95%

3 本人の暮らしや、不慮の事故や火事が心配
  なので、施設に入った方が良いと思う

203 47.21%

430 100.00%

1 介護保険料などの負担が増えても仕方な
  いので、介護職員の給与アップなど処遇改
  善を進め、人材を充実してほしい。

170 39.53%

2 介護保険料の負担増は避けたいが、介護
  職の魅力発信などにより、介護人材の充実
  を期待したい。

178 41.40%

3 生産年齢人口は減っており、人材不足は
  やむを得ない。確保できる人材の範囲で、
  できるだけの対応をしていくしかない。

82 19.07%

430 100.00%



【問 10】高齢者を地域で支えるボランティアによる、高齢者の見守りや、買い物、電球の交換な

ど、ちょっとした生活支援などの取組が期待されています。このような取組に対し、あなたの考

えにもっとも近いものを教えてください。 
 

 

 

 

【問 11】高齢者を地域で支えるボランティアに参加するとして、どの範囲なら協力ができそうです

か。あなたの考えにもっとも近いものを教えてください。 
 

 

【問 12】このほか、高齢者の仕事、介護の仕事について感じることがあれば以下にご記入くださ

い。 

 
○高齢者の仕事は、下の世話などをはじめ、自分にはとてもできないような大変な仕事だと思いま

す。にも関わらず、給与もとても少なく、人材不足は仕方がないように思われます。また介護職
への就職は、もちろん志のある方も多くおられるかと思いますが、他の職につけないので仕方な
く介護職、といったイメージもあります。人材不足を解消するためには、やはり介護職の処遇改
善、給与アップにより価値を上げることが必要かと思います。  

○介護の仕事は賃金が安いイメージが継続していると思う。利用者の増加には国や県の補助が不可
欠だと思う。施策としてうまくフィットする動きを期待します。  

○提案です。 
現状：高齢者の行方不明が多い、独居で孤独死が不安、買い物難⺠、災害時の取り残し等を防⽌

することを目的として 
1.廃校舎を高齢者集合住宅として、高齢者同士が隣近所を見守り、廊下に出て朝のラジオ体操、

調理室でお料理教室、教室ではカルチャー教室、体育館でスポーツ、グラウンドでグラウンド
ゴルフ、保健室には看護師、買い物ツアーや移動スーパーが来て買い物し、近隣の保育園や小
学校との交流、など、現状の事態が起こる前に手を打つ事前防⽌を行う方に税金を使って欲し
い。自分のそんな所に住みたい。 

1 このような生活支援は、介護事業所など
  専門的な機関・企業が担えば良いと思う。

96 22.33%

2 自分もできる範囲で、このような生活支
  援の取組に関わりたい

188 43.72%

3 生活支援ボランティアの取組は応援した
  いが、自身が積極的に関わろうとは思わな
  い。

146 33.95%

430 100.00%

1 両隣・向かい等のご近所 128 29.77%
2 町内会内 132 30.70%
3 小学校区内 50 11.63%
4 市町村内 28 6.51%
5 県内どこへでも駆けつける 3 0.70%
6 限定しない 15 3.49%
7 参加しない 74 17.21%

430 100.00%



2.見守りにも人力や限界があるので、高齢者に子供携帯みたいな GPS が搭載されたものを支給
して、振込詐欺防⽌、行方不明防⽌、孤独死防⽌、重大な情報を受信できる環境を構築すれば、
税金ばかり掛かる高齢者に携わる対策が簡単に出来るのでは。 

3.介護士の成り手不足は、3K（きつい、汚い、給料安い）の影響であるため、職業手当を税金か
ら、または県立病院と同等の公務員扱いにして、魅力的職業にしたら良いと思う。 

4.高齢者の生きがいづくりのため、行政の仕事で任されるものはシルバー人材センターなどに委
託してみては。一般企業に委託するよりも経費削減になると思います。  

○今の状況になるのは何十年も前からわかっていた事。その対策に手を付けなかった国(行政)が
悪い。今更、この様なアンケート取って、責任を国⺠に放り投げるのはどうかと思う。  

○昭和 9 年生まれの親は、55 歳で退職、公⺠館や地域の活動をし、たくさんの人と楽しく関わり
ながら、老後を過ごしました。今の人も、60 歳で退職し、その後は、働かなくても好きな時間
を過ごせる人生であって欲しいと思います。介護はこれからも、必要とされる分野。もう少し
手厚い賃金になればと思います。介護とまではいかないですが、プチボランティアについて。
県外に一人暮らししている親がいます。ご近所さんが、たまにのぞいてくださるだけでも嬉し
く思います。自分もご近所で、時々のぞいてみて欲しい。介護してて息抜きに、玄関まで時々
おしゃべりにきて欲しい。とか、私ができることあれば、いくらでもしたいと思っています。
そのような両者をつなげられる場があればいいと思います。「たまに声をかけての人」と「た
まに声をかけますよの人」をつなぐ。ファミリーサポートセンターの協力会員ですが、一時間
単位の活動。しかし、一時間まで頼むことでもないし、きっと頼まれない。声をかける側も行
き来の時間もかからないご近所でのプチボランティア。あちらこちらにできると素敵な地域、
魅力ある鳥取になると思います。  

○供給不足のところへ急速に需要が増すから従事者の質と量が追い付いていない状況になってい
る。そもそも、なぜ昔はお年寄りがひとりでも自宅で暮らせてたのに、現代では自宅で暮らせ
なくなってきてるのか？そこに答えがある気がしますので、点ではなく線で解決案を探すこと
が必要と考えます。  

○介護のお仕事をされる方の給与はとても低いと思います。おばあちゃんがお世話になっていま
すが、介護の方の仕事内容もかなり心身ともにハードであると思います。給与をあげるのは絶
対必要だと思います。なんとか給与をあげなければ人材確保も難しいと思う。  

○体力があるうちは、社会交流を兼ねて仕事（どんなことでも）を続けるとよいと思う。報酬有
無関係なく。悠々自適したい人は別として、働くところがないから働かないというのは、悲し
い。働ける仕組みづくりを。介護の質の向上を求めすぎたツケがたまってしまった。ある程度
のケアがあれば、あとはしかたがないとあきらめることも大切。どこまでも介護事業者の責任
だとなんでもかんでも危険回避を求めすぎて、見守りすぎて、世話しすぎて、結局個人が自分
なりに生きる力が減らされていく。人は自分の力で介護をしてほしいかどうかも決めたほうが
よい。介護の質も松竹梅の中から選ぶなど、なんでも最高品質を求めることを見直そう。普通
の人に最高品質のケアを提供し続けたら、当然破綻につながるので。そんなお金は払いたくな
い。介護保険は１割しか負担しないから、本当はいったいいくらかかっているのか、それほど
の金額が自分たちの介護に必要か、それが適切価格か、皆気づいていないのでは。今の介護予
備軍の自分力の不足は、介護事業が招いたもの。自助互助を求めるなら、リスクも相応に理解
できるあたりまえの人間力を思い出してもらいたい。自助互助、自己責任、自分で自分の生活
に注意する力、何かあったときには自分の非を理解できる力、取り戻せるだろうか。  

○自然・静かな環境・住空間のゆとり等、豊かな高齢者生活のための素地はあると思います。大
阪から鳥取に来た者としての意見です。歩くスピードがゆっくり、さらに、車移動が多い。人
や店に多様性が少なく 、出会う人やただ行き違う人が少ない。若い頃から体験できるスポーツ
や遊びが少ない。洋服など選択肢が無い。というような、高齢化しないためのきっかけが少な
いと感じます。老人会のようなものも、入会できる年齢が高く、その前の高齢化に⻭⽌めをか
ける活動を習慣化する時期と断絶しているように思います。世話する人とされる人となるので
はなく、皆ができる活動の中で運営されれば、自然に社会参加している高齢者になれるのでは
…と思っています。 

 



○介護士など介護関係の仕事全般の給料が低いことが老人虐待などにつながる可能性があると思
います。介護の必要な高齢者は増える一方なため、それを支える人材も必要。仕事の就業率を
上げるためにも給料は上げるべき。  

○介護の仕事は、法人での運営になり人材不足で過酷な労働環境になっていることも考えられる
ため、直接給付等を含めて、人材を集めることで、働きやすさを高めるのが至急必要だと考え
ます。  

○高齢でも収入の多い人からは費用、保険料もアップしていいと思う、動ける人はそれなりに、
ゴミ捨てなどもできるし、部屋の掃除、庭の草取り、話し相手、病院の行き帰りなど地域きょ
つうりょくすること。  

○育児も大変だが、ご本人の意志がしっかりある方への介護も大変だと思う。介護する側される
側にはっきりしたマニュアルを行政が主導しながら周知して町ぐるみで勉強して私だけが不当
なことをされている、させられているなどの誤解を生まないようにする工夫があれば良いなと
考えました。先生役には高齢者でまだ介護を必要としていない方に仕事としてお願いできない
だろうかと思う。  

○シルバー人材の方が研修の託児をされていて良いと思いました。  
○私は  シルバー人材に登録していて  自分が出きるのを紹介してもらってます。親の介護をし

たから大変です。それを仕事とされてるのは 凄いことだと思います。体力  気力 が求められ
る。  

○以前介護職に携わった経験があります。現場は車椅子やベッドへの移乗などの力仕事もあり、
排泄や入浴、⾷事の介助…高齢の方は皮膚がとても薄く、少しの擦れでもケガをさせてしまう
恐れもあり日々気をつけながら勤めていました。入所者の方の中には色んな性格の方がおられ、
認知症などで感情のコントロールが難しい方もたくさんいらっしゃったので、忍耐強さがとて
も必要であると感じました。1 日中バタバタと働いてやりがいも感じる中で、それに見合った
お給料かどうかもこれから社会で議論されていってほしいなと感じます。社会の役にとても立
てる仕事であり、命と向き合うという視点からも介護職をないがしろにしてはいけないと考え
ます。家庭で介護をすると閉塞的になる方が多く、責任感の強い家族ほど助けてという言葉が
出しにくいでしょうし、行政が率先して課題解決に向けて取り組んでほしいです。  

○もっと国の支援が充実しないと、改善は望めない。  
○高齢者の仕事ほど肉体労働になりやすいので県が機械などを購入して貸し出すようにすれば 

まだまだ働ける人が増えると思います。  
○介護の仕事は生命を預かる重要な仕事だと思います。しかしながら、鳥取県内の介護職の給料

は県外と比較して非常に低い賃金が現状です。今後さらに介護職員が必要となることが分かっ
ている現状で、県内独自の取り組みとしてまずは給料アップ（県からの助成）をする中で、仕
事の魅力を発信し人材確保に繋げられたらと思います。  

○回答の選択肢が少なく（極端なものが多く）、答えにくい設問が多かったように思います。  
○保育介護ともにこれからの我が国を考えるに充実せざるを得ない。そのため、国等からの処遇

改善への措置は⻑期的に「継続していく必要があると思われる。  
○私の周りにも介護の仕事に携わっている方が多い。ただ、女性も当然のことながら夜勤がある

ので、子育て世帯の⺟親には、近隣にサポートしてくれる身内がいないと続けられないのが現
状だ。また高齢者施設が近くにあるが、散歩に付き添う方も高齢という、気になる点もある。
実際、知人が高齢で介護の仕事に携わっている。若い子が介護の仕事に就いていて、腰を痛め
て休職をした話も耳にしたことがある。介護という仕事は、まだいろいろな改善すべき点が多
いように見受けられる。賃金、人材、体力、サポートなどを考えていかねば、人材不足は避け
られないと思う。また、高齢者が仕事を続ける理由は様々だと思うが、それまで培ってきた技
術などを活かせる場を積極的につくってあげる必要もあるかと思う。その年齢でしか提供でき
ない事があると思うので、高齢者だからと年齢制限をつくらず、雇う努力をしてもらいたい。  

○大変な仕事の割に給与が安く、休みも不定期で一般会社員より大変だが処遇が悪い。介護だけ
でなく他のコメディカルスタッフも同様。介護福祉士が足りない分コメディカルスタッフが介



護をしているところもあり、現場は大変。負担は安いに越した事はないが、その分現場スタッ
フが疲弊してもっと担い手が少なくなり、行き場を失う人が増えると思う。  

○利用するしない、利用期間の⻑い短いの問題はあるが、介護保険料は若いうちから払い退職し
た段階で徴収はない方がいい。介護保険料プラス介護利用料まで取られるので、利用したくて
も、できない、我慢している人もいると思う。お年寄りを敬い、大事にしようと言われて育っ
たが、身体が動かなくなるまで働かなければならない日本はえげつない国になったと思う。  

○介護職はとても大変な仕事です。それなのに給料が少ないのは何故かなといつも思います。 
介護施設の入居費用も高いと聞くのに、働いている方たちには還元されないのは何故でしょう
か。高齢者の仕事は、本人の体調、気持ちで続けるのが良いと思います。私の⺟ 74 歳ですが、
今も働いています。生活費を稼ぎたいという本人の気持ちも大事ですし、生き甲斐や認知症予
防にも良いかなと思います。 

 
○1.要介護、要支援の等級認定がグレーだと思います。透明感がないので、実態を開示していた

だきたいです。 
2.フレイル予防などに税金投入されていますが、簡単なクイズやら軽体操でどれだけの効果があ

るのか疑問です。投資対効果を示していただきたいです。 
3.高齢者でも働く人が増加中です。介護支援員（補助員）として活用する場を提供してはいかが

でしょうか。シルバー人材活用です。 
4.高齢化は益々進みます。介護保険の中身を見直したらどうでしょう？（税負担が上がるばかり。）

どうしても、支援が必要な方だけ、しっかり審査を精査して支援するほうがよいと思います。
そのためにはグレー認定は排除しないといけませんが。 

5.給与は 20 年近くあがらない。しかし、税負担は増えております。老後ぐらいは、楽しく豊か
に迎えたいと思います。  

 ○このアンケートから、県の高齢者対策や介護事業等への政策全般に対して不安を感じた。回答
の選択肢が極めて恣意的である。特に問３などは、「当てはまるものはない」という選択肢も
あって然るべきではないか。実施する側の意図がどうであろうと、アンケートである以上、回
答の幅にはある程度幅をもたせるべきだ。  

 ○高みを目指せば、資金賃金、人材が不足するし、国⺠の今の生活を保障すればいづれはそれら
が不足するし、どちらにせよ不足という現実が訪れる。危機感を持たないといけないし、他人
事ではすまされない  

 ○仕事の休みの日に、ボランティアをしたいと思っていましたら、もう自分が介護される歳に、
近かづいていることに、最近気付き驚いています。身体が動く間に終活したいです。子供たち
に迷惑かけないように。動けるうちは働きたいですね。  

 ○観光ばかりにお金をかけるんじゃなくて、介護にお金を回すべき。  
 ○私は、高齢者施設で働いている。認知症を患っている高齢者や車椅子生活の高齢者ばかりであ

り、毎日が大変である。私は一人暮らしである。将来の自分を見ているような高齢者の面倒を
家族に変わって見ているが、これでよいのかと、自問自答している。  

 ○働いた方が生き生きと暮らせる方は、出来る限り現役でいてほしいなと思う。生活にメリハリ
がつくことは確かだと思うが、きつそうで心配になる労働者を見ると、不安になったことはあ
ります。色々な職種が選べるといいなと思います。  

 ○介護は、仕事にしろ家族でみてるにしろ大変なのは、変わりない。もっと補助や精神的に病ま
ないように、リフレッシュ出来る何かがあればありがたいです。  

 ○仕事は生きがいでもあるので、高齢者の方の意思も尊重して、働きていただくことは必要だと
思う。  

 ○・職業、職種の細分化による高齢者対応可能な仕事の見直し、従事多様化を図る。それに伴う
費用、賃金等の対応の見直しも図る。対応年齢の多様化も必要となる。 

・将来的な人手不足、健康寿命の課題に高齢者を組み込み、対応策、施策実施を早急に図る。
社会的に情報、広報を拡大し、環境整備をすすめる。 



・介護の仕事も介護対応の細分化、多様化への対応が必要となるのではないか。介護施設も同
様に細分化、多様化への見直しが求められる。変化のもとに公的関与がより必要となるので
はないか。 

・現状の介護保険制度もわかり易い、将来を託せる制度への変更と制度自体の広報、周知が必
要となるのではないか。全体的に情報がほしい。住所地域と支援センターさらに対応介護、
対応施設の差異も生じてはならず、地域見直しも含め再構築がほしい。  

 ○すべての人が幸せで暮らしてほしいとは思いますが、人それぞれ優先するべきものがあります。 
私は動物の保護活動を優先したいため、ボランティア活動等に積極的に参加できない回答とな
りました。  

 ○年金が減ってきているので不安ですね。介護の携わる人への報酬が少しでも増えることがあれ
ば良いですね。  

 ○近所の夫婦に、介護認定の不正を感じる。その近所の夫婦は、家族ぐるみで、悪知恵を働いて
いる感じ。家族の中に、介護施設に務めていて、知識も抜け道も、知っているから。医者や介
護職員さんの前では、歩けない演技。実際は、自宅の庭で杖なしや介護カートなしで歩いてい
る。畑を耕したり、庭の枝を剪定してる。不正で、介護認定で、手すりなど色々と家のリフォ
ームなどに、利用をしてるみたい。自分の家族に、介護をしていた経験があるから、多少は、
足の不自由さなどが勉強したり、経験などでわかる。実際に、杖なしで歩いている姿や両足で
立って、枝の剪定姿が、防犯カメラに写ってます。いずれ、善意の第三者の目が気付く事を願
ってます。  

 ○年金支給年齢の引き上げにより、高齢の労働者が増えています。今まで以上に健康で働き続け
ることのできる環境整備が必要になると思われます。高齢者の生活を豊かなものにするという
観点から、高齢者の働きやすい環境づくりを推進する施策を講じて頂きたいと考えます。  

 ○介護の資格を持っている人が多くても、担い手が不足しているのは給与、待遇面、拘束時間、
肉体敵負担が原因だと思います。補助金として会社に支給しても末端社員にまでお金が回らな
いなど悪循環になっているのだと思います。賃上げまたは、子育てパスポートのような介護士
専用パスポートなどを儲け各店舗で使用ができるものがあれば、新たな担い手や減少を防ぐこ
とができるのではないかと思います。明石市のように子育て福祉に力を入れ、待遇が良いので
鳥取県に引っ越したいと思ってもらえるような県にして欲しいです。  

 ○一人親家庭なので自分の生活で精一杯で、関わりを持つ時間などもとることは難しい。ただ、
子供と高齢者どちらにもメリットがある関わり方や、どちらも楽しめる行事などがあるのであ
れば、積極的に参加したい。例えば公⺠館で子供が習い事をしているが、先生は高齢者の方の
ようなので、そういった習い事を小中学生と高齢者一緒に習うことができるものや、昔遊びを
するイベントを公⺠館で定期的に行うなど、メリットのある関わりを持てる場を作ってもらえ
るとありがたい。  

 ○介護については（子育てとは異なり）徐々に負担が増えてくる（被介護者が徐々にできること
が減っていく）印象であり、精神的な負担が大きいと推測している。業務として介護の携わる
方には十分な対価が支払われるビジネスモデルになって欲しい。介護は人との関わりであるの
で、人間的な相性も（場合によっては血縁以上に）重要と思う。自分自身が被介護者となった
場合にどう思うか、という調査結果があればみてみたい。介護施設のビジネスモデルとして、
実態は把握していないあくまでも噂の類としてであるが、自由に活動する能力が衰えている入
所者ほど費用対効果が高いので好まれると聞いた気がするので、そのこと自体は理解できなく
もないが、難しい問題に思う。高齢化問題が将来への不安要素となり、（単純に支える人口の
増大への期待ではなく、実子等が担うことになる負担への心配が原因で）少子化の要因の一つ
となっているように思うところがある。  

 ○事件なども起こる昨今、介護職員のスキルアップを大いに望む。  
 ○高齢者でも働ける方は仕事があることは、「生きる」という点で大事だと思います。介護の仕

事に関わっておられる方々には、尊敬と感謝のみです。  
 ○保育士と介護士のミックス化ができると、コスト削減および人材不足の解消につながらないか

と思う。二世帯、三世帯住宅に代わるシステムを国や地方が社会単位で作っていければ、解決
する近道にならないかも思います。  



 ○高齢者の仕事については、身体が元気で、本人が望むなら年齢制限はしなくて良いと思う。周
りと関わることで認知症の予防にもなるだろうし、生活に張り合いがあり良いことだと思うか
ら。今は高齢者といっても元気に動ける人が多いし、⻑期でなくても短期でもっと働ける場所
はあると思う。例えば、梨を作っている人が言っていたが、専業で梨作りをしていないが、天
気の関係もあるので事前に計画的に休みをとることができない上に、授粉や袋掛けなど絶対に
この日に（この時期に）しなければならない作業があるが、そういう時に退職引退した高齢者
でもまだまだ元気だろうからそういう方が手伝ってくれたら助かるのにというのを聞いたこ
とがある。介護の仕事は、関わったことがあるが、給与アップや処遇改善だけでは人材の確保
は難しいと思う。給与アップや処遇改善によって人数的に確保できたとしても、それが介護さ
れる側にとって良いかどうかは疑問です。介護される人にきちんと寄り添える人じゃないと介
護の仕事は出来ないと思うから。処遇だけで介護の仕事を選ぶ人が増えても（ゆくゆく自分が
介護される立場になった・・・と考えたとき、そういう人には）介護されたくないから。問 3
については、一応 2 を選んでいるが、どれも選びたくない。  

 ○退職後の働き場所として施設での仕事を積極的に雇用していただきたい。別組織としての働き
場所（例、シルバー人材センター）ではなく施設の人間として（補助でもよい）採用する。国
はそういう予算を組んで欲しい。  

 ○高齢者でも働きたい人がたくさんいるのでいろんな会社で年齢関係なく採用してほしい。  
 ○そもそも、定年を延ばしたり、年金を延ばし減らししている矛盾がある。高齢者が働きに出れ

ば、誰が小さい子どもたちを地域で見るのか。地域で子どもや、お年寄りを見ると言っても働
かないと暮らせない世の中では人口が、減るのは当たり前です。高齢者のかたが介護の仕事に
つくのは良いかなと思います。  

 ○経験的に定年等で職を辞して「世間」との関わりが減ると一気に老けるように思う。高齢者と
いえど働きたいという意思や能力があれば積極的に活用出来るという意味での『働き方改革』
を推進すべき。介護医療に限った事では無いが、保険料・助成金等には真に必要な所に届かず、
一部が利権化しているものがあるのでは無いか？そういったお金が適正に使われているか、チ
ェックするシステムが必要。『ボランティア』について、この言葉が一般化した頃から二言目
には『ボランティア、ボランティア』と騒ぐが、本来ボランティアとは「能力のあるものが自
らの意思で申し出て行う行為」のはず。『ボランティア』は申し出るものであり『ボランティ
ア募集』など言う概念は本来存在せず、単に『他人をタダ働きさせよう』としているに過ぎな
いのだと言う事を肝に銘じて欲しい。意思があり能力を持つものの力を借りるのであれば、相
応の対価を支払うのが当然で有り、それを依頼した時対価は必要ないと辞退すかどうかは申し
出た側の意思に拠らなければならないはず。自分達は給料などの対価を受けながら依頼者には
『ボランティア』などというオブラートに包んだ物言いでタダ働きをさせている事を恥とは思
わないのか神経を疑う。  

 ○地域で、介護にかかわる場合、介護される家庭に少し入り込むことになるので、介護される家
庭の理解が得られるのか？地域での十分な理解が必要かと思う。  

 ○清掃や、猛暑日の中のチラシ配りの仕事を高齢の方がされているのを見かけると、申し訳ない
気持ちになる。  

 ○健康な高齢者で意欲がある方なら、仕事に就かれてかまわないと思います。むしろ、同世代と
して優しく接していただけるかもしれません。お願いするほうもベテランとして安心です。（介
護職）しかし、反射神経や運動神経が必要なドライバーや機械を操る仕事の場合は、大きな事
故につながるので、適正を見極めることが必要になってきます。能力にあった仕事をしていら
っしゃる方については、お元気で働いていただいたらいいと思います。働き甲斐は大事だと考
えます。  

 ○介護はもちろんのことながら、看護・保育の方々にも給与を上げるべきだと思う。人手不足も
そもそも給料に見合わない労働が原因だと考えられる。県としてのクオリティを高めるために
も、他の県よりも率先してやることで話題性を生み、経済効果も期待できるのではないだろう
か。  

 ○年金受給も遅くなる、金額も減るとなると元気な限り高齢者も働かないといけないと思います。
無理のないようにですが。介護と仕事は低賃金で腰痛などの体の負担が大きく、ストレスもあ
り、なかなか人材確保が難しいと思います。もっと賃金を高くして、AI を使って体の負担が少



なかなるような設備が必要だと思います。元気なボランティアさんをもっと活用すれば地域の
活性化にもなるし、地域に出すことにより刺激になり、認知症の方も軽減するのではないでし
ょうか。これから高齢者は減ることはないので。  

 ○私自身両親が介護施設でお世話になり、施設によって介護職員の対応に⼾惑う事が多々ありま
した。今後高齢者が増え、施設の充実さ介護職員の対応等いろんな課題があると思います。ま
た、高齢者健康対策や健康講演会等が自治体によって差があるのは仕方ない事ですが、もう少
し行政が積極的に情報発信し、介護職の待遇や施設の充実に取り組む姿勢を積極的にお願いし
たいと思います。  

 ○買い物補助や買い物代行、色々な手伝いなど、資格がいらないことであればタイミーのような
もので募集ができそうな気がする。私の職場はここ数年、パートの募集では応募がないが、タ
イミーでは人気で毎回応募者がある。短時間労働を希望する人は、働ける可能な時間や曜日な
どが色々だったり副業したい人とか扶養範囲内とか、様々な条件があって一つのところで働け
ない人もいるので、そういう人材をタイミーのような登録型のこの日は働けますみたいなシス
テムを県や市町村で作ったら、介護補助に関しても、これだったらできそうという働き手が増
えるかもしれない  

 ○質問が国⺠負担が前提で、国や自治体が主となって動く気がないことに、とても残念だ。  
 ○・要介護者が、いつでも安価で入所できる施設を多く設けてほしい。 

・介護職員の処遇を、もっと改善してほしい。  
 ○約 40 年後に介護をされる側になるのかなと考えると、施設で子どもみたいなゲームをしたり、

歌を歌ったりするのは耐えられないと感じる。もっと将棋やチェスをするとか、読書をしたり、
手紙を書いたり、尊厳が守られるような日々の過ごし方ができるのだろうかと不安になってい
る。自分が高齢者になったと考えると、今生活している環境の中で「自分の役割」があると生
きる理由にもなるのかなと感じる。得意なことで活躍できる場があると嬉しい。  

 ○フレールの状態に差し掛かっています。仕事なんて考えられません。自分がいかに介護の対象
者にならぬよう、余生を送ります。  

 ○私自身高齢の両親がおり、介護問題に直面しています。この２、３年で、介護に関する制度や
介護事業の実態を勉強してきました。その中で感じることは、介護を必要としている需要量と、
介護を提供する体制の供給量との間に乖離が生じているということです。介護が必要と思って
いても、それが確保されていない、ということです。介護が必要であり、それに応える介護体
制を整えるのであれば、人員や設備を確保すること、介護員の報酬を上げたり、勤務状況を改
善することが必要と思います。共助たる保険料のアップもやむを得ないと思います。今の介護
体制は、保険制度の中でしか動いていませんが、保険外での介護体制も併存することにより、
幅広いニーズに対処できると思います。「特養」が不足して、“何人待ち、何年待ち”といった
状態や、老健施設が肩代わりしてる現状は異常と思います。敢えて言えば、公的に用意できる
介護資源に限界があるならば、それに見合う介護需要量にすべき、とも思います。また、今の
行政は、その資源をいろいろな分野に投資しています。福祉、教育、基盤整備、産業育成等々。
福祉分野により重点配分するのであれば、他分野を削減することへの、住⺠の合意形成が欠か
せません。議会の役割、住⺠の自覚が重要となります。  

 ○個人に余裕がない（金銭面、生活面、自由時間）上に、ボランティアを考える余裕が出てこな
い場合が考えられ、ある程度企業の協力（ボランティアと一部の仕事の兼務として考えてくれ
るような制度）があればボランティアに参加しやすい。ボランティアをぽこなう最初の一歩が
踏み出しにくいため。  

 ○他県の取り組みで、高齢者施設と保育園を近い場所に建てて、ふれあいをすることで双方にメ
リットがあるというものをみたことがある。実際には、デメリットもあるだろうけど、核家族
化が進み、孫と日常的にふれあわなくなった高齢者の中には、幼児とふれあうことで生きる活
力を見出す方もおられるのではないかなと思う。共働き世帯が増え、核家族化が進む中、介護
問題は負担が大きいので、介護をする側される側がともに気持ちよく過ごせるよう策を練って
いただきたい。  

 ○自分の家族の育児、介護だけでなく、物価の値上がりや増税、介護保険料の負担増など、現役
世代は自身の現在の生活の心配だけでなく、今後の生活の心配もしながら生活をしています。



実際、自分の⽗（同居ではない）が介護が必要な状態になった際も、同居家族（特に⺟）の負
担は大きく、かつ 60 代と介護保険サービスを受けるにしては若かった⽗が、状況に合わせた
十分な介護を受けられていたかといえばそうではないと思います。個人として、家族として介
護を考えた時にはできるだけ充実したサービスが望ましいですが、仕事として医療介護に従事
する側としては安い賃金で体力的にも大変な仕事を「魅力の発信」というきれいな言葉だけで
は従事者が増えないこともわかっています。（具体的にどのような魅力を発信されるつもりで
しょうか）それに、身の回りのお手伝いが協力できるような関係が作れると良いと思いますが、
それは「ボランティア」という善意の搾取ではなく、それに見合った何かの形や対価が示され
るような仕組みを作っていく必要があると思います。（手伝った代わりに高齢者から何かを教
えてもらう、手伝った人が必要としている何かとのつながりができる、、、など）県や市町村
には、お金（増税や介護保険料の負担増）・サービスの量・ボランティアという視点以外にも、
今ある資源を活用したり、繋げたりするようなプラットフォームを整備し、その中で県⺠の負
担が少なくかつ、持続可能な仕組みが作っていけるような方策を広い視点でご検討いただくこ
とを期待します。そのためにも、高齢者・若者・家族・医療介護の従事者等、幅広い方のご意
見やアイデアを伺うことが大切だと思います。  

 ○このアンケートで何が変わるのかが想像できません。実態把握は大切ですが、意味のあるアン
ケートでしょうか？  

 ○もっと高齢者が出来るボランティアとかシルバー人材みたいなところを充実させた方が良い
と思う  

 ○介護の人材はコレから、ごく少なくなる。外国人労働者をキチンと処遇して対応するしか方法
はない。研修実習制度のような、劣悪な雇用をやめるべきで、日本人と同等の労働条件にすべ
きである。そうでないと、日本は労働市場として除外される。  

 ○慢性的なマンパワーの不足や人間関係により精神的に病んでしまう人が多い施設もあるよう
です。また、辞めたい意思を伝えても個別に⾷事に誘われたりして辞めないよう説得されたり
といったことも聞きます。（名和の施設です）このような心理的安全性が守られない施設が他
にもあるとすれば、人手不足はより加速してしまうと思います。もっと健全に運営はできない
ものでしょうか。人手不足をより加速させる悪循環となっているように感じます。ぜひ県でも
調査を行い、対策をとっていただきたいと思います。  

 ○介護施設等は必要な仕事なのに給与面や一人当たりの仕事量などは割にあってないと思う。補
助金等増やしてでも改善していくべきだと思う。  

 ○言ったら支障があるが無理に⻑生きをさせる必要ない。本人の意思を尊重して欲しい  
 ○問３にある「費用負担のアップか、質の低下か」の 2 択はおかしいと思う。費用は現状のまま

で質の向上を目指すべき。支出の見直しを行い少子化に沿った行政改革が求められる。  
 ○生涯現役と言いながら実際年齢不問でも、ハローワークでも問い合わせで年齢確認しているに

もかかわらず面接で年齢理由に断られた。仕事もなかなかなく、低い。税金、介護費、車が必
須なので維持費。働かざるを得ない状況。なので、介護費も現在高いと負担に思います。そし
て、孫が出来ても働いているので面倒も見てやれません。⺟を施設に預けている時に、介護を
する人の給料アップと思いますが、実際その介護負担もいっぱいいっぱいの現生活では重荷で
イエスと言えません。  

 ○介護人材を確保するには、給与を最低 1.5 倍にする必要性を感じる。現状の給与では結婚子育
ては難しい。責任ある仕事であり、大変な業務であるため、国⺠や企業は相応の負担が求めら
れる。  

 ○今までの問いに、わからない、の項目も作ってほしい。どれも選べなかった。介護施設で働い
たことがあるが、高齢者の人たちが幸せそうにみえなかった。施設で暮らしている高齢者が自
分らしく生きることをもっと深く考えた方がいい。特に認知症の人たちが尊厳をもって生きら
れる環境を整えるにはどうしたらよいか、考えてほしい。いまの介護制度ではこの状態が限界
なのかと思うと、歳をとるのが怖くなった。介護施設では費用が足らないのか、排泄の介助も
手袋なし、出血の手当ても手袋なし。介護者への感染のリスクが高すぎる。介護者への給料も
見直すべき。あんなに重労働で決め細やかな配慮が必要な仕事なのに、仕事を甘くみられてい
る。  



 ○介護を人材だけに頼るのは限界があります。介護ロボ等の仕組み作りを優先すべきと思われま
す。なお、保険料についてはサービス業のように安かろう不味かろうでは、誰も納得しないと
思います。何段階かのコースに応じて保険料の設定及びサービスの設定を行い、納得の行く介
護が今後必要と思います。全体及び平均で物事を考える時代では無く、身の丈にあった対応を
求めます  

 ○親が高齢なので介護や痴呆症になった場合などどうするか考えるときがあります。わたしが介
護することになると思いますが、私 1 人でやろうとするとかかえこんでしまうので施設に預け
たりしながら介護していきたいと思っています。  

 ○介護保険料が上がっても良いが、現場の介護職員さんの給料アップに直接繋げてほしい。  
 ○高齢化による要介護状態は誰もが避けて通れない道なので、年寄同士でも助け合える部分があ

れば、協力し合えるような環境や仕組み作りを鳥取県がすべきだと思う。今の政府にはとても
期待できないし、鳥取市では財政規模が小さすぎるし、人材も不足しているように思える。や
はり鳥取県が、場合によっては地域通貨を作ってでも、ボランティアに対する対価（⾷材の現
物支給でも良いと思う）を準備して、職業以外の活動で地域活動が循環する方策を考えてもら
いたい。  

 ○介護施設や事業所で働くことはとても大変なことなので、処遇改善をしたり、利用する家族や
一般の方にも理解を深めていくことが大事に思います  

 ○現在、高齢者介護の真っ只中。施設には入れず、自宅で面倒を見ようと頑張っているが、認知
症が進むと介護してる側が耐えられない状態になる。気軽に相談出来るホットラインを希望し
ます。ただ、身近に起こってることは説明しても、言葉だけの対応でなく、現場に来て指導を
お願いしたい、切実な思いです。  

○AI や DX の進展によって介護人材不足や費用軽減が実現することにきたいしたい。現状では子
育て支援と介護充実の両方に予算を拡充することは若者世代の負担的に厳しく、高齢者の特に
資産を多く持つ方の負担大幅増はやむを得ない。  

○正直、現在の日本で抱える『超高齢化・伴う介護問題』は、どうやっても『完全なる解決』自
体既に無理。我々、世に言う『氷河期世代』『オイルショック世代』を軽視してきたツケが現
れているだけ。当時の糞バ官僚共や糞ゴミ政治家が今でも生きているなら、全ての責任をとら
せてやりたい。と、後ろ向きに愚痴っても何ら意味がないので本題。正直、介護問題は、もう
ある程度『諦め』を織り込むしかない。尊厳死を認める方向に国が動くとは思えないので、そ
れも除外。自宅での痴呆の介護や終末期介護を経験しているが、施設に入れるなら、ある程度
の『諦め』は当たり前に必要。全ての被介護者の家族のクレームなど、聞いていられる筈もな
い。ただ、介護職員の『人間性』は雇用時にしっかり見定めるべき。介護職員の給与問題は、
何としても高待遇にしなければならない。財源は、此処に書くには厳しい話だが、不必要な公
務員の削減。あくまで、『現業系公務員』は除き、不必要な事務方公務員をバッサリ切る。AI
の導入で解決する部分は多い。それだけで、介護職員の給与改善しても余る程財源は生まれる。
と、思い付くだけでも色々出てくるが、こねくり回すだけこねくり回して何もしない(出来な
い？)現糞バ官僚共や糞ゴミ政治家共も、当時の糞バ官僚や糞ゴミ政治家共と同罪で、何らか
の責任を負わせるべきだろう。繰り返しになるが、必要なのはある程度の『諦め』と『老人の
切り捨て』意外にない。これ以上現役生産世代に何か求めても無理。因みに、外国人労働者に
頼ろうとも、既に一部の国以外、日本で働きたい等思わぬ又は二度と日本で働かないと動向報
告も出ているので除外。  

 ○こどもがまだ小さくて、他人への配慮や支援に余裕がないと思う  
 ○高齢者施設や病院の職員は、子どもに接するような言葉遣いをする人が多く嫌だ。認知症でも

病気でも人生の先輩には変わりがないので、丁寧な言葉遣いや接し方をしてほしい。こういう
姿を見ているから、安心して施設におせわになりたいと思えない。残念。  

 ○介護の仕事はとても大変ですが、重要だと思います。仕事内容に見合った報酬、勤務体制は充
分では無いとも思います。その費用を介護保険料の引き上げで賄うのは、益々日々の暮らしが
圧迫される不安を感じます。  



 ○費用が掛かると保険料が増加する傾向にあるが、国が工夫して費用を工面して欲しい。この国
では、自己負担の傾向にあると思うので、国が工夫して欲しい。国会議員の数や報酬も世界と
比較して多いと聞きます。国⺠の多くは、若い頃から十二分と負担してきました。  

 ○今後、家で高齢者の世話をしなければならない人も多くなってくると思います。そのため、高
齢者の世話をしながら在宅で仕事ができるように、在宅の仕事を積極的に紹介していただけれ
ばと思っております。  

 ○高齢者の仕事の従事については、可能な限り働き続けた方がよいと思う。私も退職後一定期間
のみ従事したがその後仕事がなく、特に趣味もあるわけではなく家でぶらぶらとして体力も気
力もなくなるばかりでありボケの一歩手前まで来ているような状況である。高齢者向けの仕事
を増やして働く場所を多くしてもらいたい。人間動いていればボケたり体力の低下は少しでも
防げると思っています。介護の仕事については専門的な知識があるわけではないので全くでき
ませんが、家族の介護のみについては少しでもできるように努力をしなくてわと考えています。
他人に対する介護については知識も能力体力もなく全くできません。  

 ○介護者の給与も向上すべきだが、これ以上国⺠負担率を上げるべきではないと感じる。またボ
ランティア頼みの発想ではなく、きちんと winwin になるような発想でなければどこかで負担
が偏り⻑く続く助け合いにはならないと思う。その場しのぎではなく生産者人口が増えるよう
な根本的な対策から考えてほしい。  

 ○我が社の職員は大変高齢化しています。やる気はあっても、忘れる事が頻発したり、責任ある
業務は難しくなってきています。永く務めていただくのはとても助かりますが、ある年齢にき
たらば、役職を離れ後輩に全て託すようにするよう、職場での取り決めが欲しいと思っていま
す。  

 ○昨年まで家族を介護していたので介護関係者の方にとてもお世話になりました。サービスを使
えたのでとても助かりました。これからはますます必要とされる仕事だと思いますので、待遇
面等で行政で出来る事はやって欲しいと思います。  

○高齢者はきるだけ住み慣れた場所で生活を続ける方が良いと思います。高齢者は早朝に活動す
るので若い人には気がつかないかもしれませんが、草取りなど地域の美化に貢献しています。
年を取って初めて気がついたのですが、草取りはけっこう楽しいです。若いときはめんどくさ
いと思っていました。今は草を取る前と取った後で明らかに違うので達成感が有りますし、役
に立っている自己肯定感も生じます。役に立つ高齢者を、施設で世話をするなどと聞こえのよ
い言葉で、地域から離してしまうのは、もったいないと思います。人生 100 歳時代に入りそう
ですので、早めに備える方が良いと思います。  

○高齢者が生きがいをもって生活される社会は望ましいと思うが、子育てと仕事で手一杯の現状
で、ボランティア活動などには参加できると思えない。介護の仕事は、もっと待遇が良くなる
といいと思う。  

 ○高齢者限定の白タクなど、介護が職業として成立する制度を設けて欲しい。  
 ○年金だけでは生活で精一杯で働かざるを得ない。収入のほとんどない親の介護をしているが、

働かざるを得ないため、自宅での介護ができない。また、体力的にできない。生きがいのため
の労働ではなく、介護のため、生活のための労働となっている。介護の方の仕事は大変だと思
う。身体機能の補助も大変だが、認知症の支援も大変だ。介護の仕事をされている方々に感謝
である。最近児童手当等、所得制限なしが増えてきていると思う。高額所得者にとっては減税
＋手当、低所得者にとっては増税＋減額ではなかろうか。所得格差を広がらせるのではなく、
高額所得者負担を増やし、介護に従事する人の処遇改善を図って欲しい。  

 ○専門職でなくてもできる介護の仕事をもっとアピールして担い手のハードルを低くしてはど
うか。  

 ○今の仕事を辞めたら、介護初任者研修を受講し知識を身につけたいと考えています。 
 
 ○大変そうな仕事  
 ○高齢者の仕事を増やすのは大変良い事だが、若い人が仕事をし難くなるのはいかがかと思う。

定年になった、高齢者が OB としてアルバイトで働くと若い人が気を使う。高齢者の性格によ



ったら、口うるさく、口だけ挟んでくる方もいる。また、プライドだけが高い方もいて、立て
ないといけなかったりする。高齢者の仕事参加は考えものだ。  

 ○今、核家族化が進んでいます。高齢者と若者や子供たちと交流が出来るイベントや場がたくさ
んあったら良いと思います。お互いに理解し合い思いやりの心を育むことが大切だと思います。
心も体も出来るだけ⻑く元気で暮らせることを目指して。  

 ○介護施設の虐待などが最近多いですが介護者のストレスはかなりのものだと思います。給料に
見合ったものでしょうか？働きたくなるような給料であれば人材不足も解消されるのでは自
分の親の時も大変でした。ストレスで耳の聴力低下と耳鳴りです。病院に行く余裕はありませ
んでした。介護者はギリギリです  

 ○無理のない範囲で高齢者は動くことが望ましい。介護者は介護を固定的ではなく流動的に行動
するようにしたい。  

 ○高齢化社会に突入しており、元気な方は出来るだけ仕事をしながら生活するスタイルが大切だ
と考える。介護の仕事は今後とも増加するが、AI を多角的に利用し、介護負担の軽減に努める
行政改革が求められる。また、老人という概念を払拭し、年齢で束ねるのではなく個人個人の
肉体的精神的な現状を把握し、対応していく世間的な認識の醸成が急がれる。  

 ○介護は本人よりも家族の方が大変である。まず第一に介護費用の問題がある。本人に相当の資
力がある場合は別として、介護保険を使っても米子市の介護施設では安い施設でも毎月 13 万
円掛かる。年金生活者で毎月 13 万円年金のある方はあまり多くない。特に専業主婦や１号被
保険者だった個人事業主等は国⺠年金しかない。とても介護施設に入所出来ない。そうなると
家族が介護することになるがデイサービスでも毎日となると結構費用がかかる。第二に介護す
る家族の身体的、精神的負担がかかることである。介護施設に入所していれば負担はないが上
記のように金銭的問題から家族が介護せざるを得ない。しかし、身体的にも、精神的にも負担
がかかることから、子供が親の面倒を放棄することである。実際我が家では僕が妻の介護をし
ているが、子ども達が妻の介護を放棄している。連絡すらよこさない。また、妻の実家も介護
を放棄し、結局老老介護で僕が妻の介護をしている。第三に介護は身体的にも精神的にも負担
がかかるので将来が不安である。我が家では妻の介護を僕がしている。デイサービスである程
度介護時間を減らしているが、それでも６０代の男性で炊事、洗濯、掃除から妻の身の回りの
世話をすると正味疲れる。それに誰も援助してくれないから将来の事を考えると憂鬱になる。 
第四に行政が経済的負担を援助してくれない。精神的な援助もない。生活保護家庭、住⺠税非
課税世帯であれば行政が援助してくれるが、そうでなければ行政は何等援助してくれない。金
銭的援助の給付金も無ければ、市役所等からの介護世帯への声掛けを一切ない。介護世帯の介
護者は、老老介護が多く我が家のように要介護者が女性で介護者が男性の場合が一番苦しい。
要介護者が男性で介護者が女性の方がまだ幸いだ。女性の方が炊事、洗濯、掃除など細々した
事に慣れている。金銭的援助や精神的援助を行政からしてほしい。介護者のサークル活動とか
家族会、市からの生活サポート事業が望まれる。介護者は精神的に追い込まれる事が多く将来
を悲観して自殺することにしたりすることもある。ちょとだけでも良い。介護者にねぎらいの
言葉を掛けてもらったり「ご苦労さま、大変ですね。身体にお気をつけて。」など行政から声
掛けされるだけで心が癒やされる。介護者は身体的にも精神的にも常に疲れており、睡眠不足、
身体が重い等介護者自体が精神疾患と隣合わせの生活を余儀なくされている。行政はこの点を
わきまえて介護行政を推進してほしい。  

 ○服役している方々にも、これらに類する業務にあたってもらうことを考える局面にあると考え
る  

 ○施設や病院に入られている方にはコロナ前同様に楽しみながら生活してほしいです。  
 ○認知症については日々考えさせられます家庭内で見てあげる事が出来るのが一番理想だとは

思いますが、そうする事が出来ない家庭も多々あると思います。難しい問題だとは思いますが
今すぐ出来る事として、地域の見守りの目が大切だと思います学校の授業などでも認知症につ
いて取り上げ沢山の人にまず知ってほしいと思います  

 ○介護の仕事をしていますが、人材不足を実感します。人も足りないし、足りないから質が悪く
ても採用することになり、サービスの質が低下します。それに介護職のイメージが悪いと思い
ます。若い人が、介護職に就きたいと思えるように労働環境を良くしたり、イメージアップを
はかって欲しいです。キツイ仕事ではあるので、他の職種より高収入にして欲しいし、何かし



ら優遇措置が欲しいです。今後、必要な職種なので、若い人に介護職の魅力をどんどんアピー
ルする場があれば良いなぁと思います。  

 ○人材の確保も急務ですが、施設などでの虐待などの問題がこれからも増えていくのではないか
と気になります。どのような対策が有効なのか、防⽌に向けてどのような対策をしているのか
など知りたいです。  

 ○実両親の見守りをしているので、介護職の方々には頭が下がります。大変な仕事だと思います。
十分な手当てと職場環境があるのでしょうか？現状を知りたいと思いました。元気なうちは、
高齢となっても、生きがいづくりとしても働き続けられれば幸せではないかと思います。  

 ○今後ますます高齢化社会が進むので、介護の重要性をとても感じます。特に田舎は、都会に比
べてとても不便で、利用できるサービスが少ないように思うので、多くなっていってほしいと
思います。  

 ○発達障害者については介護を職にすることは適していないとされているが、肉親などを介護す
る必要があるので学びの場を設けてほしい（発達障害当事者として）。  

 ○高齢者になってからの仕事が無くて年金だけの生活は苦しい。  
 ○問３に今後の介護費用の負担についてあるが、現状ですら介護の質や体制は十分とはいえず、

金額的負担も軽くない。その上で、費用は上がりサービスは低下し、というのは絶対に避けて
欲しい。問７の健康寿命については、質問の選択肢が、「我慢をして健康を保ちたい」「ほど
ほどに健康を保ちたい」「健康を損なっても好きに生きたい」と取れる。健康寿命やフレイル
予防は「我慢か健康か」で決まるのではなく、この設問は不適当。フレイル予防には、気力充
実の為に趣味を続けられる金銭的余裕や、体の不調をすぐに相談出来る人間関係が必要だと思
う。高齢者を支える介護者の給与は、鳥取の家賃でぎりぎり生活できる１５万程度の手取りが
多いと思う。だが、仕事内容は腰を使う体力仕事で、高齢者からの暴言暴力セクハラは日常茶
飯事。トラブルや事故のリスクも非常に高いが、責任は施設や介護者が負う。誰にでも出来る
とよく言われるが、実際は認知症やボディメカニクスといった専門的な知識、アンガーマネジ
メント等の研修がないと、不適切な対応をしてしまったり、腰をやったり心を病んで辞めてい
く。夜勤のある施設では生活も不規則になり、職員の方が不健康になる。加えて、介護の合間
に前述の研修や日誌の記録、介護計画の見直しも行わなければならない。高齢者の介護の為に、
介護者の心身の健康が削られる仕事である。これで手取り１５万程度なので、人手不足は今後
も加速していくと思われる。機械やＡＩを導入した負担軽減も、まずその設備を使えるように
する研修・改修が必要で、時間的・人的・金銭的な余裕がないと導入自体が難しい。マンパワ
ーの方が安い。これらは高齢者支援に限らず、医療や保育の現場でも同様の状態にあると思う。
ボランティアも、気の良い人の私財と時間と体力をあてにするのではなく、有償ボランティア
で最低限の責任を負ってもらい、しっかりと地域の高齢者、その周りの人を支えるようにする
ことが、地域全体の福祉を底上げすることになると思う。まずは支援者の手取りアップ。給与
が増えれば人材が増え、改修や研修の余裕が生まれて環境改善され、離職率が減り、高齢者に
十分な支援が行き届くようになる。高齢者福祉を考えるなら、高齢者を支える支援者の福祉か
ら始めるべきである。  

 ○介護従事者の待遇は可能な限り改善すべきだと思う。  
 ○超高齢化で若い人も少ないし、介護に関わっていただいている方の待遇はどうにか上げてほし

い。私自身は積極的に介護に関わっていないが、祖⺟が要介護に認定された際に、シニアカー
ト(老人カート？)のレンタル料が確か月 300 円とか 500 円で借りられてびっくりするくらい安
いなと思った記憶がある。デイサービスの料金も思ったより安かったし、もう少し料金上げて
もいいのにと思った。  

 ○介護職員・介護を受ける方・家族の方々が、無理し過ぎないでも、お互い様で回っていく仕組
みが出来たらと思います。地域で支え合う仕組みが出来たらとも思います。高齢者施設が次々
と新設されているのを目にすると、多くの職員が必要だな…それだけ様々なサービスを受けら
れるのだろうな…。でも、10 年後はそのサービスを提供する職員の人口も減少するのだろう
な…。等々様々将来の不安を感じます。  

 ○働くこと、動くことが要介護の対策となる。高齢者の働く環境と運動できる環境をもっと拡充
することが必要。  



 ○施設介護職員の質が見えにくい。  
 ○人材不足はどうすればいいのでしょうか…処遇改善で人が増えるのかとは思ってしまいます。

案が出なくて申し訳ないです。私の祖⽗⺟の老後生活はそこまで不自由はなさそうだなとは思
っていました．祖⽗⺟の息子，娘が比較的近くに住んでおり何かあればすぐに駆け付けていま
した。自分が想像する「介護」というのは見たことはないのですがどれくらい大変なものなの
かわかっていません。自分の親を介護することも今は全く考えることは出来ていないです．就
活も地元にこだわらず行いましたし、不安なことはたくさんあります。身体が比較的動く高齢
者の方なら地域のパトロールなどのお仕事はどうでしょうか。こけたり事故になったりする可
能性はあるかもしれませんが地域の方との関わりもできていくのではないでしょうか。  

 ○親が生きている間は介護施設でお世話になった。非常に大変な仕事であると思うし、もっと待
遇改善をしないと介護職に就く人は減っていくばかりだと思う。家族だけでは介護をすること
はできない。専門の職員の方にお世話にならざる得ない。介護施設の充実とそこで働く介護職
の方の待遇改善は絶対に必要だと思う。  

 ○コロナ禍に入所した祖⺟にそのまま面会できず亡くなりました。施設では何度も職員経由でク
ラスターが発生している割に、家族の面会は終始リモートにするなど、理不尽な対応ばかりだ
った。知り合いの介護士さんが働いていた職場では、岸田政権が出した特別処遇手当が給料に
反映されることはなく、ボーナスもカットだった。乱立する介護サービスをきちんと監査する
機関が必要ではないかと思う。  

 ○公務員的な介護士の負担と、⺠間会社の介護士の負担は賃金、労働量、拘束時間、など大きな
格差がある。⺠間の施設の⾷事等、高齢者が⾷べたいもの、⾷べやすいもの、日々の楽しみに
なるようなものでなければならないが、価格上昇のしわ寄せは高齢者の⾷事にすら影響が出て
いると思う。魚は月 2〜3 回でお好み焼きやうどん、ラーメン、そばで済ませれている。もう
少し⺠間の施設に行政の支援が必要ではないだろうか…  

○高齢者のら方々は何か仕事をする事で、活き活きするので提供が必要。 


